
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 香川県職業能力開発審議会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和８年３月 16日（月） 

14時 30分～15時 30分 

場所：県庁本館 12階 第１・第２会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 会議の日程及び場所 

 日時：令和８年３月 16日（月）14時 30分～15時 30分 

場所：県庁本館 12階 第１・第２会議室 

 

 

２ 出席委員 

〔学識経験者委員〕 

梶島委員、小島委員、西中委員、西村委員、山田委員 

〔事業主代表委員〕 

白井委員、平尾委員、堀委員、吉田委員 

〔労働者代表委員〕 

中村委員、西川委員、林委員、増田委員、渡辺委員 

 

以上、香川県職業能力開発審議会委員（以下「委員」という。）15人中 14人の出席につき、香

川県職業能力開発審議会条例第５条第２項に定める「委員の２分の１以上」の出席の会議開催要

件を充足した。 

 

 

３ 会長選任 

令和７年７月 30日付け委員改選後、初の審議会であるため、会長の選任を実施した。なお、会

長の選任については、審議会条例第４条第２項の規定により「学識経験のある者として任命され

た委員のうちから、委員が選挙する。」こととなっている。 

委員から意見を求めたところ、「委員改選前から引き続き、西中委員が適任と考える。」との意

見が出された。 

他委員に諮ったところ、異議はなかったため、西中委員が会長に選任された。 

審議会条例第５条第１項に基づき、西中会長が議長席に着き、以後、議長を務めた。 

西中会長が、吉田委員及び渡辺委員を議事録署名人に指名した。 

 

 

４ 議題 

（1）高等技術学校職業訓練実施状況等について 

（2）第 11次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 

（3）高等技術学校の再編整備について 

（4）次期「第 12次香川県職業能力開発計画」の策定について 

（5）その他 

 

 

５ 議事録 

議題（1）高等技術学校職業訓練実施状況等 及び 議題（2）第 11次香川県職業能力開発計画（数



値目標）の進捗状況 について 

●議長が「高等技術学校職業訓練実施状況等」及び「第 11次職業能力開発計画（数値目標）の進

捗状況」について事務局に説明を指示した。 

●事務局が配付資料（資料１～14ページ）に基づき説明した。 

●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑・意見を求めた。 

 

（委員） 

高等技術学校の施設内訓練の実施状況について伺う。参考資料 1 のグラフを見ると、人気の

ある自動車工学科などでは定員以上の応募があるにもかかわらず、入校者数が定員を下回って

いる。この主な要因は何か。 

 

（事務局） 

自動車工学科は、最終的に自動車整備士 2級を取得することを目的として訓練を行っている。

そのため、応募者一人ひとりについて、訓練を修了し資格取得まで到達できるかどうかを選考

によって総合的に確認しているため、結果として実際の入校者数が定員に満たない状況が生じ

ている。 

 

（委員） 

選考の段階で資格取得が見込めないと判断された応募者が一定数いる、という理解でよいか。 

 

（事務局） 

そのとおりである。 

 

（委員） 

参考資料 1 によると、建築システム科及び機械システム科で大幅な定員割れが生じている。

先ほど「就職状況は良好」との説明があったが、定員割れとの関連はあるのか。 

 

（事務局） 

両科は新規高等学校卒業者の入校が多いが、近年、入校者数が大きく減少している。背景と

して、高等学校の工業系学科においても定員割れが生じており、普通科志向の高まり等により、

技術系分野への進学を希望しない傾向があると認識している。加えて、少子化の影響の下、高

校生に対する求人需要は高く、学校当たりの求人倍率が約 20倍となっている。 

本校技術専門コースの就職率は概ね 100％であり、産業界のニーズに応える人材育成を行っ

ている一方、入校者の確保が課題となっている。県として高等学校への周知を強化しているが、

現時点では十分な成果に至っていない。 

今年度は「あり方検討委員会」を実施しており、定員の半分程度しか入校者がいない状況や、

機械システム科では令和 6 年度の入校者が 1 名のみといった課題を重く受け止めている。来年

度、基本計画を策定する中で、訓練科の編成及び定員の見直し等について検討したい。技術専

門コースの就職率はいずれもほぼ 100%であり、高い就職率を維持していることが大きな強みで



ある。検討委員会で示された見直しの方向性を踏まえ、適正な定員設定やカリキュラムの見直

しを行い、学校の魅力向上と入校促進につなげていく。 

 

議題（3）高等技術学校の再編整備 及び 議題（4）次期「第 12次香川県職業能力開発計画」の

策定 について 

●議長が「高等技術学校の再編整備」及び「次期『第 12次香川県職業能力開発計画』の策定」に

ついて事務局に説明を指示した。 

●事務局が配付資料（資料 15～20ページ）に基づき説明した。 

●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑・意見を求めた。 

 

（委員） 

参考資料 2の「長期高度人材育成コース」について、令和 7年度から 8年度にかけて、ITシ

ステム科の定員が 6 名から 3 名に減っている。むしろ増やした方がよいと思うが、減員の理由

を説明してほしい。 

 

（事務局） 

参考資料下部の表に示す各科の充足率を確認いただきたい。長期高度人材育成コースは国か

らの受託事業であり、令和 5 年度から介護・保育分野を除く各コースの定員合計を 8 名とする

計画数が国から示されている。令和 5年度から令和 7年度までの内訳は、美容科 2名、ITシス

テム科 6名としていた。 

一方、美容科の充足率は 100％であるのに対し、IT システム科は令和 5 年度・6 年度とも充

足率が約 33％と低い状況にある。こうした実績を踏まえ、ITシステム科の定員を減員し、その

分、美容科の定員を増員した。 

IT 分野の訓練では、内容が高度なため、受講者が十分に確保できないという課題があった。

民間の教育訓練機関に委託しているが、提供可能な訓練が高度な内容に限られていた。現在進

めているあり方検討を踏まえ、受講者の習熟度に応じた訓練を段階的に設定する必要があると

考えている。来年度の基本計画の策定に当たり、定員確保に努めるとともに、ＡＩ関連企業と

の連携協定も活かし、レベルに応じた多様な訓練を展開していきたい。 

 

（委員） 

資料 16 ページに記載されているあり方検討委員会にて検討された高等技術学校における訓

練の方向性に「企業ニーズに応じた在職者訓練の充実強化を図る」とある。県内の建設関連業

界でも人手不足が課題となっている。工学部出身者が初任給の高い他業種に流れる一方で、文

系出身者の中にも技術系の仕事をしたいと考える人がいる。高校や大学を卒業し、企業に入社

した方が、企業に所属したまま訓練期間が 2年間の技術専門コースを受講することは可能か。 

また、高等技術学校のさんテク祭（学校祭）に参加した方から、女性の利用を想定したトイ

レなどの設備面について改善を求める意見があったと聞いている。今後の検討に当たっては、

こうした観点も検討課題に加えていただきたい。 

 



（事務局） 

技術系人材が県外や初任給の高い他業種に流出している現状は深刻な課題である。企業に所

属したまま 2 年間の技術専門コースに通うことについて、関係法令上、支障はない。今後、年

齢制限を撤廃し、40代以上の方でも入校できるようにする予定である。1日 6〜8時間の訓練と

なるため、所属企業が 2 年間在籍したままの受講を許可し、給与の支払い等に理解を示してい

ただければ、高校や大学を卒業し、企業に入社した方でも入校可能である。 

設備面について、高松校は建て替えにより洋式トイレなど綺麗な校舎になるが、丸亀校は空

調機器の整備やトイレの洋式化が不十分であると指摘を受けている。丸亀校の設備を活かす場

合でも、水回りや空調などを整備し、若年層や女性を含む利用者にとって魅力のある環境づく

りに取り組んでいきたい。 

 

（委員） 

先ほど、IT分野の訓練科は内容の難易度が高いこと等により入校者が伸び悩んでいる旨の説

明があった。一方、全国的に高等専門学校では機械系の人気が低下し、情報系学科の志望が増

加する傾向にあると聞いている。県内ではデータセンターの開設や AI関連企業との連携協定の

締結等により、情報系・IT人材への需要は今後高まると見込まれる。中高生が関心を持つよう

な魅力ある IT系コースを整備すれば、入校者の増加につながるのではないか。 

 

（事務局） 

ご指摘のとおり、県内にデータセンターがオープンし、ＡＩ関連企業との協定も結ばれたこ

とで今後、AI・IT人材の需要は一層高まると見込まれる。このため、県内で高い教育実績を有

する高等専門学校とも連携し、レベルに応じた多様な訓練を展開することで、AI・IT人材の育

成につなげていきたい。 

 

（委員） 

建築系や機械系の充足率が芳しくないとの指摘があったが、他の技術系の学校においても全

国的に学生募集に苦戦している。機械系で応募が多いのは地元に大企業が集積している地域に

限られ、地方では求人が増える一方で応募は減っており、共通の課題となっている。 

在職者しながら受講できるコースについて、他の学校でも力を入れ始めていると聞いている。

企業の中には「こうした学校に通って勉強できるチャンスがある」ことを求人のアピールポイ

ントにしているところもある。企業と学校が連携し、こうしたコースの存在を明示的にしてい

くことが有効ではないか。 

また、あり方検討委員会において、委員から「教えている技能や機器が古い」との指摘があ

った。昔ながらのスタンダードなカリキュラムを一通りこなして就職活動をするというやり方

は時代に追いついていない。企業の方に学校で指導してもらったり、訓練生を企業でのインタ

ーンシップに受け入れてもらうなど、習得する技能の意義や将来のイメージを明確に持てるカ

リキュラムにするべきである。企業との連携をさらに強めれば、既存の施設・指導体制の有効

活用にもつながる。 

 



（事務局） 

ご意見のとおり、企業と受講者のマッチングを早期から進めることは重要であると認識して

いる。また、人生 100年時代において、高度なスキルを持って企業を退職した 60代・70代の方

に高等技術学校で外部講師として指導していただくなど、技能の伝承も重要であると考えてい

る。インターンシップを含めた企業との連携については非常に重要であると認識しており、引

き続き検討を進める。 

 

（委員） 

高等技術学校の指導員のうち、女性の割合はどの程度か。また、在校生の男女比はどのよう

になっているか。 

 

（事務局） 

現在、高等技術学校の指導員は女性が 3名、男性が 20数名在籍している。在校生の男女比に

ついて、令和 7年度の施設内訓練では、女性が約 4割、男性が約 6割である。 

 

（委員） 

先ほど、女性や障害のある方の受入れを増やしたい旨の説明があり、トイレ等の施設面につ

いても指摘があった。女性が安心して学べる環境整備を進めなければ、女性の入校促進は難し

いのではないか。例えば指導員に女性を増やすことにより、女子生徒が入校しやすくなる可能

性があると考える。 

また、現行の技術専門コースのパンフレットは男性向けの印象がある。広報にあたっては SNS

やホームページ等の情報発信も重要であり、男女を問わず親しみやすいデザインや内容に見直

すことで、応募増につながるのではないか。 

 

（事務局） 

ご指摘のとおり、技術専門コースのパンフレットについては男子学生の写真が多く、結果と

して男性向けの印象となっている点は改善が必要と認識している。入校者の一定割合を女性が

占めていることも踏まえ、新卒者向けコースを含め、女性にも入校してもらいやすい体制整備

と情報発信の見直しを進めたい。施設面についても、女性の利用を想定した設備の充実を含め、

安心して利用できる環境整備を検討していく。 

 

議題（5）その他 

●議長から、県の職業能力開発全般について質疑、意見等を委員に求めた。 

（委員）特になし 

 

 

 

 












































